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131091_品川区
②学校と地域

の課題

学校支援ボラ
ンティアの確

保・育成

学校支援ボランティアに係る新
規人材および後継者不足

学校地域コーディネー
ターが個別に人材発掘

品川コミュニティ・スクール学校支援ボラ
ンティア養成講座の実施
・実施回数等：全４回程度（各回約２時
間）
・対象者：区内在住者等
・講義内容（例）：　「品川コミュニティ・ス
クールの概要および学校を取り巻く環境
について」
・目的：　品川コミュニティ・スクールの制
度や学校支援ボランティアの活動に関す
る講義およびボランティア体験等を実施
し、学校支援ボランティアの裾野を広げ
るとともに、将来的に学校地域コーディ
ネーターとなり得る人材を育てる。

学校支援ボランティア新規登録
人数の増加

学校支援ボランティ
ア新規登録人数 26 人 40

131091_品川区
②学校と地域

の課題
その他

品川コミュニティ・スクールの活
動内容の地域への周知機会
の増加

各学校支援地域本部ご
とに活動を周知

品川コミュニティ・スクール周知用のカレ
ンダー作成
・希望する中学校区ごとに小・中学校の
学校地域コーディネーターが連携し、カレ
ンダーを作成する。
・作成したカレンダーは品川コミュニティ・
スクールの取組周知、地域との連携推進
のために使用する。
・作成過程における中学校区内の学校
地域コーディネーター間等の情報共有等
も目的とする。

品川コミュニティ・スクール周知
用カレンダーの作成。

品川コミュニティ・ス
クール周知用カレン
ダーの作成数

13 冊 15

131091_品川区
②学校と地域

の課題
その他

品川コミュニティ・スクールを持
続可能な取組としていくために
品川CSの在り方を検討してい
く必要がある

品川コミュニティスクール
推進会議の実施

品川コミュニティスクール推進会議の実
施
・学識経験者、文部科学省CSマイス
ター、学校管理職、学校地域コーディ
ネーター等が参加し、品川コミュニティ・
スクールの在り方や法定化に向けた検
討を行う。

品川コミュニティ・スクール推進
会議の実施により品川CSの在
り方や法定化に向けた検討を行
う。

品川コミュニティ・ス
クール推進会議の実
施回数

1 回 1

131091_品川区
②学校と地域

の課題

学校支援ボラ
ンティアの確

保・育成

各学校が地域との連携行事に
おいて、学校地域コーディネー
ターが企業・NPO・大学等との
調整を行う際にかかる負担が
大きい

学校地域コーディネー
ターが個別に調整

品川コミュニティ・スクール応援協力名簿
の作成
・人材バンクを作成し、学校間で情報を
共有することで、学校地域コーディネー
ターが企業・NPO・大学等との各種調整
を円滑に行うことができる体制づくりを行
う。
・周知しやすいように、名刺サイズのアク
セスカードを配布する。

品川コミュニティ・スクール応援
協力名簿の登録人数の増加。

品川コミュニティ・ス
クール応援協力名簿
の登録人数

27 人 40

131091_品川区
②学校と地域

の課題
その他

教職員、保護者、児童生徒、
地域住民等によるコミュニティ
スクールに関する情報共有の
場の不足

学校等が個別に情報発
信

品川コミュニティ・スクールDAYの実施
・令和５年４月に施行されたこども基本法
の理念を踏まえ、子どもの声を聴く機会
をつくるため、校区教育協働委員に児
童・生徒が参加する品川コミュニティ・ス
クールDAYを実施する。
・「よりよい学校にしていくためには」と
いった趣旨のテーマのもと、熟議を通し
て、品川コミュニティ・スクールの充実を
実感、アピールするとともに、参加者が
今後の地域と学校の在り方を検討する
機会とする。

品川コミュニティ・スクールDAY
の実施および報告書等の作成。

品川コミュニティ・ス
クールDAYの実施
校。

46 校 46

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」交付申請関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

1 ページ


